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7月26日（日）、46名が参加し、よくぼりウオーキングが行われました。梅雨明け前で、天候が心配さ
れましたが、午前中は暑いくらいの日になりました。はじめに、公民館前の広場で開会式・笑いヨガ体操
等を行い、国道160号線に移動し、交通安全を呼び掛けました。その後、徒歩で氷見漁港近くの大伴家
持の歌碑へ行き、市教委の小谷さんの解説を聞きました。最後に、「ひみの海探検館」に入り、定置網や
漁業の説明を聞きました。氷見の素晴らしさをあらためて感じるウオーキングでした。

今回は、新型コロナウイルスの感染予防のため、定番のカレー会食を止め、レトルトの氷見牛カレーを
配りました。



＊公民謀主事の独直音
左の絵は、弘化3年（柑46年）4月に肥後の国で描かれたアマビ工という

妖怪である。アマビ工は、海中から光を輝かせるなどの現象を起こし、豊
作・疫病に関する予言をしたとされる。

新型コロナウイルスの流行以後、自粛期間・緊急事態宣言後に「疫病退
散」の祈祷のために用いられはじめた。
14世紀、ヨーロッパでペストが大流行したときに、病気の原因が分から

ず不安が広がった。多くの人は教会に集まりお祈りしたり、ペストの恐怖を
忘れようと酒を飲み遊興にふけったりした。その行動が密を招き、さらに感
染を広げることになった。その結果、人口の3分の1が亡くなったという。

人々はそのはけ口を異教徒に求め、多くのユダヤ人を迫害した。
今、コロナウイルスにかかった人を中傷するr感染者狩り」が広がっている。ひどい中傷のため地元に

住めなくなったり、会社を辞めるはめになったりした人がいるという。憎む相手は、感染者ではなく、コロ
ナウイルスであること、中傷は犯罪であることを確認したい。

09月の講座案内
講座名 �曜　日 �開　設　日　　　　　　　講師等 �時間 �部屋 

生け花 （池坊） �第1・3水曜日 �2日　16日　　　　　　　　　　　西山栄津子 �10：00～ 14：’00 �洋室 

かな書道 �第1・3月曜日 �7日　21日　　　　　　　　　　猶明　光華 �13：00～ �洋室 

茶　　道・－ �土曜日（原則月2回） �5日　12日19日　26日　　　　　栗山　静子 �14：00～ �和室 

学童茶道＆ 百人一首 �原則毎週木曜日 �3日　10日17日　24日　　　　栗山　静子 �15：00′、 �和室 

詩　　吟 �毎週火曜日 �1日　8日　15日　22日　29日　布野　克巳 �19：30～ �洋室 

手　　芸 �第3火曜日 �15日　　　　　　　　　　　　　　伏木あい子 �13：30～ �和室 

潮華会（新舞踊） �毎週土曜日 �5日　12日19日　26日　　　　大野　朝子 �19：30～ �和室 

潮月会（新舞踊） �毎週金曜日 �4日　11日18日　25日　　　　大野　朝子 �13：00～ �和室 

囲碁サロン �毎週月・水曜日 �2日7日9日14日16日21日23日28日 30日 �13：30～ �和室 

フラダンス �第1・3火曜日 �1日15日　　　　　　　　　　　東軒みさ子 �19：00～ �和室 

○阿尾社会福祉協議会からの訴知らせ
今年度の敬老会は、コロナウイルスの感染予防のため中止します。（浜本純雄氏より）

、＿旦甘ニ′一十立至やご1鴇恵・三一F息
・　　　　　除草前 8月1日（土）、100歳体操をしている方々が漁村センター

の周囲の除草をしてくれました。お陰様で大変きれいになり
ました。これで、センターを使う人は、気持ちよく使うことがで
きます。阿尾地区には、ボランテア精神をもっている人が多
いですね。


